

[image: Oracle Corporation]





Oracle Enterprise Manager

Oracle GoldenGate System Monitoring Plug-Inインストレーション・ガイド

リリース12.1.0.1.1

B69446-02(原本部品番号:E27804-04)

2012年11月

このドキュメントでは、Oracle System Monitoring Plug-in for Oracle GoldenGateの簡単な説明、プラグインでサポートされるリリースの詳細、プラグインのインストールの前提条件、およびOracle GoldenGateをプラグイン用に構成する方法の詳細な手順を示します。



Oracle GoldenGateの説明と機能

System Monitoring Plug-in for Oracle GoldenGateは、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlを拡張して、Oracle GoldenGateインスタンスの管理のサポートを追加します。このプラグインをCloud Control環境にデプロイすることで、次の管理機能を使用できるようになります。

	
Oracle GoldenGateインスタンスの監視。


	
構成データの収集およびOracle GoldenGateインスタンスの構成変更の追跡。


	
監視ターゲットおよび構成データに設定されたしきい値に基づくアラートおよび違反の表示。


	
リモート・エージェントによる監視のサポート。ローカル・エージェントは、Oracle GoldenGateインスタンスと同じホスト上で実行されるエージェントです。リモート・エージェントは、Oracle GoldenGateインスタンスが実行されているホストとは異なるホストで実行されるエージェントです。









サポートされるプラットフォーム

Oracle GoldenGateプラグインは、HP NonStop、IBM iSeriesおよびIBM z/OSを除き、Oracle GoldenGate 11.2インスタンスを実行できるすべてのプラットフォームの監視をサポートします。






サポートされるバージョン

Oracle GoldenGateプラグインでは、次の製品バージョンがサポートされます。

	
Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle Patch 1 (12.1.0.1)以降


	
Oracle GoldenGate 11gリリース2 (11.2.1.0.1)以降









前提条件

Oracle GoldenGateプラグインを使用する前に、次の前提条件を満たす必要があります。


JDKを指すように環境変数を設定

次の手順を実行して、使用環境で監視を行う準備ができていることを確認します。




	
注意:

次の指示に従って、Oracle GoldenGate 11.1.1のインスタンスを監視できるようLD_LIBRARY_PATHを設定した場合、11.2.1以降のインスタンスを監視する際には設定を削除する必要があります。







	
Windowsの場合:

	
JAVA_HOME変数を、JDKがインストールされている場所に設定します。


	
PATH変数を、JDKがインストールされている場所の\jre\binに設定します。


. . .;%JAVA_HOME%\jre\bin


	
PATH変数を、jvm.dllの場所(JDKがインストールされている場所の\jre\bin\serverディレクトリ)に設定します。


. . .;%JAVA_HOME%\jre\bin\server





	
Oracle SolarisまたはLinuxの場合、LD_LIBRARY_PATHをlibjvm.soファイルの場所に設定します。




	
注意:

64ビットのSolaris SPARCサーバーでは、LD_LIBRARY_PATH設定が64ビットのライブラリの場所を指していることを確認します。

$JAVA_HOME/jre/lib/sparcv9/server










	
AIXの場合、LIBPATHを共有ライブラリppc64およびj9vmの場所に設定します。たとえば、JAVA_HOMEをJDKのインストール・ディレクトリに設定する場合は、次のようになります。


export LIBPATH
=$JAVA_HOME/jre/lib/ppc64:$JAVA_HOME/jre/lib/ppc64/j9vm:$LIBPATH


	
HPUXの場合:

	
SHLIB_PATHをlibjvm.slの場所(HPUX PA-RISC)とlibjvm.so (HPUX Itanium)に設定します。


	
Oracle GoldenGate Managerを起動する前に、LD_PRELOADをlibjvm.sl (HPUX PA-RISC)とlibjvm.so (HPUX Itanium)に設定します。




	
注意:

LD_PRELOAD設定は、システム上で実行している他のアプリケーションに影響が及ばないように、GoldenGate Managerを起動した後、削除してください。














ソフトウェア要件

	
次のものをインストールおよび実行する必要があります。

	
Oracle GoldenGate release 11.2.1.0.1以降


	
Oracle Enterprise Manager Cloud Control 12c Bundle Patch 1 (12.1.0.1)以降(Oracle Management ServiceおよびOracle Management Agent)





	
監視するOracle GoldenGateインスタンスをホストしている各システムにOracle Management Agentをインストールする必要があります。


	
Oracle GoldenGateがインストールされている各システムに、任意のリリースのJava 1.6 Java Development Kit (JDK)をインストールします。

	
これは、Java Runtime Environment (JRE)ではなくJDKである必要があります。


	
Windows x64プラットフォームの場合、x64版のJDKを使用する必要があります。そうしないと、Enterprise ManagerはJavaエージェントをロードできません。




JDKのバージョンを確認するには、Oracle GoldenGateインストール・ディレクトリに移動し、次のコマンドを実行します。


Shell> java -version


これによって1.6バージョンのJavaが返されない場合は、PATH環境変数にjava.exeとjavaが含まれていることを確認します。


	
ソフトウェア・ライブラリを構成するには、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「ソフトウェア・ライブラリの構成」を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/softwarelib.htm#BABHFAIH





各Oracle GoldenGateインスタンスの構成

	
各Oracle GoldenGateインスタンスに対して、次の操作を行います。

	
Oracle GoldenGateインストール・ディレクトリに移動し、GLOBALSパラメータ・ファイルを編集することで、監視を有効にします。


Shell> GGSCI
GGSCI> EDIT PARAMS ./GLOBALS


ENABLEMONITORINGパラメータをGLOBALSパラメータに追加し、ファイルを保存します。Oracle GoldenGateインスタンスの構成後にマネージャを起動すると、パラメータがアクティブになります。


	
「Oracle Walletの作成」の手順に従って、パスワードを保存するOracle Walletを作成します。


	
「Oracle Enterprise Managerで実行するためのOracle GoldenGateの構成」の手順に従って、Oracle Enterprise Managerによる監視用にOracle GoldenGateインスタンスを構成します。


	
「Oracle GoldenGateインスタンスの開始」の手順に従って、次の操作を行います。

	
監視データの格納に使用されるデータベースを作成します。


	
Oracle Management Agentに渡す監視データを収集するOracle GoldenGate Agentを起動します。















Oracle Walletの作成

次の手順を実行して、Oracle Walletを作成し、Oracle Management AgentがOracle GoldenGate Agentに接続してメトリック値を受信するために使用するパスワードを追加します。

	
Oracle GoldenGateインストール・ディレクトリに移動します。


	
Javaエージェントのみ使用する(Oracle GoldenGate Monitor Serverは使用しない)ことを指定するランタイム引数を使用して、適切なpw_agent_utilスクリプトを実行します。

	
Windowsでは、コマンド・ラインに移動し、次のように入力します。


Shell> pw_agent_util.bat -jagentonly


	
UNIXでは、次のコマンドを入力します。


Shell>./pw_agent_util.sh -jagentonly




ウォレットが存在しない場合は、作成されます。


	
次に、Oracle Enterprise Managerエージェント・パスワードの入力を求められます。


Please create a password for Java Agent:


次に、パスワードの確認を求められます。


Please confirm password for Java Agent:


ウォレットがdirwltディレクトリにすでに存在する場合は、メッセージが返され、ユーティリティが停止します。この状況が発生した場合は、次のいずれかを入力して、ユーティリティを実行してJagentパスワードを作成します。

	
Windowsでは、コマンド・ラインに移動し、次のように入力します。


Shell> pw_agent_util.bat -updateAgentJMX


	
UNIXでは、次のコマンドを入力します。


Shell> ./pw_agent_util.sh -updateAgentJMX












Oracle Enterprise Managerで実行するためのOracle GoldenGateの構成

Oracle Enterprise Managerで動作するようにOracle GoldenGateインスタンスを構成するには、ホスト、ポートおよび監視タイプのプロパティ値を設定します。

次の手順に従って、Oracle Enterprise Managerの監視を構成します。

	
Oracle GoldenGateインストール・ディレクトリに移動します。


	
\cfg\Config.propertiesファイルを編集します。


	
監視タイプを決定するプロパティをOracle Enterprise Managerに設定します。


agent.type.enabled=OEM


	
Oracle Enterprise Managerエージェントの適切なRemote Method Invocation (RMI)ポートを設定します。デフォルト値は5559です。


jagent.rmi.port=[port_number]


	
Jagentのホストを識別するプロパティを設定します。これは、Oracle GoldenGateインスタンスのホストである必要があります。値には名前またはIPアドレスを指定できます。


jagent.host=[Oracle_GoldenGate_host_name]


	
Jagentのポートを設定します。このプロパティのデフォルト値は5555です。


jagent.jmx.port=[port_number]


	
Jagentへの接続のユーザー名を設定します。


jagent.username=[user_name]









Oracle GoldenGateインスタンスの開始

次の手順を使用して、Oracle GoldenGateとOracle GoldenGate Agentを起動します。この項で使用するGGSCIコマンドの詳細は、『Oracle GoldenGate Monitor管理者ガイド』を参照してください。

	
Oracle GoldenGateインストール・ディレクトリに移動します。


	
GGSCIセッションを開始します。


Shell> GGSCI


	
監視を有効にしてから今回初めてOracle GoldenGateを起動する場合は、監視データを永続化するデータベースを作成します。


GGSCI> CREATE DATASTORE


	
GLOBALSパラメータを追加して監視を有効にしただけの場合は、実行中のOracle GoldenGate Managerプロセスを停止して再起動し、新しい設定をアクティブにする必要があります。


GGSCI> STOP MANAGER


	
Oracle GoldenGate Managerプロセスを開始します。


GGSCI> START MANAGER


	
Oracle GoldenGate Agentを起動します。


GGSCI> START JAGENT





	
注意:

エージェントを起動する前に、Oracle Walletが正常に作成され、パスワードが入力されている必要があります。















プラグインをデプロイするための管理エージェントの構成

次の手順に従って、Oracle GoldenGateプラグインをデプロイするすべてのエージェントで優先資格証明を設定します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlで、「設定」、「セキュリティ」、「優先資格証明」の順にクリックします。


	
「優先資格証明」ページで、「ホスト」ターゲット・タイプを選択して「優先資格証明の管理」をクリックします。


	
「ホスト優先資格証明」ページの「ターゲットの資格証明」セクションで、プラグインをデプロイする必要のある管理エージェントを実行しているホストについて、ユーザー名とパスワードを指定します。


	
資格証明を設定したら、同じページで「テスト」をクリックします。テストが正常に実行される場合は、資格証明が正しく設定されています。


	
プラグインのデプロイ先の管理エージェントに対してOSコマンド・ジョブを実行します。

	
Enterprise Manager Cloud Controlにログインします。


	
「エンタープライズ」、「ジョブ」、「アクティビティ」の順にクリックします。


	
「ジョブ・アクティビティ」ページで「OSコマンド」を選択し、「実行」をクリックします。


	
次のページで必要な詳細を入力し、「発行」をクリックしてジョブを実行します。ジョブが正常に実行される場合は、資格証明が正しく設定されています。











プラグインのデプロイ

プラグインをデプロイする手順は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm



プラグイン・アーカイブの手動インポート

プラグインを手動でダウンロードした場合、Oracle Enterprise Manager Cloud Controlにプラグインをインポートする必要があります。

	
ダウンロード・ページからOracle GoldenGateプラグインをダウンロードします。


http://www.oracle.com/technetwork/middleware/goldengate/downloads/


プラグインは「Management Pack for Oracle GoldenGate」セクションにあります。


	
Enterprise Managerコマンドライン(EM CLI)ユーティリティを設定します。「設定」メニューの「コマンドライン・インタフェース」をクリックします。Enterprise Managerコマンドライン・インタフェースのダウンロード・ページに説明されている手順に従います。


	
プラグイン・アーカイブをインポートします。


emcli login -username=<your user ID> -password=<password>
emcli sync
emcli import_update -file=<path to *.opar file you downloaded>


	
プラグイン・アーカイブをインポートしたら、Enterprise Manager Cloud Controlにログインし、デプロイを完了します。

	
「設定」(右上隅)、「拡張性」、「プラグイン」の順にクリックします。


	
「プラグイン」ページで、「ミドルウェア」フォルダを展開します。


	
「Oracle GoldenGate」を選択します。「デプロイ先」をクリックし、「Management Server」を選択してデプロイ・プロセスを開始します。


	
リポジトリSYSパスワードを入力して、「続行」をクリックします。

一連の前提条件システム・チェックが開始されます。各システム・チェックが完了するたびに、「次」をクリックして次のチェックに進みます。


	
前提チェックが完了したら、「次」、「デプロイ」の順にクリックします。




	
注意:

通常、デプロイが完了するまで10分程度かかります。その間、接続ユーザーはすべてEnterprise Managerから切断されます。確認ページが表示されますが、プラグインのデプロイの進行中は「ステータスの表示」をクリックすると「このWebページは使用できません」と表示されます。








	
プラグインのデプロイのステータスを確認します。10分後、emcliコマンドを使用してステータスを確認できます。


emcli login -username=<your user ID> -password=<password>
emcli sync
emcli get_plugin_deployment_status -plugin_id=oracle.fmw.gg







プラグインがデプロイされると、Enterprise Manager Cloud Controlの「ターゲット」の下に「Oracle GoldenGate」項目が表示されます。








監視するインスタンスの追加

プラグインを正常にデプロイできたら、次の手順に従って、集中監視および管理のためにプラグイン・ターゲットをEnterprise Manager Cloud Controlに追加します。

	
「設定」メニューから、「ターゲットの追加」、「自動検出の構成」の順に選択します。


	
GoldenGate Discoveryモジュールをクリックして、「ターゲット・タイプのターゲットの検出の構成」画面を表示します。


	
「エージェント・ホスト名」をハイライト表示し、「パラメータの編集」をクリックして、Oracle GoldenGate Agentへの接続に必要な情報を入力します。

	
JAgentユーザー名 - 接続に対して有効なユーザー名。この名前はconfig.propertiesファイルで指定します。


	
JAgentパスワード - Oracle Walletの作成時に設定されたユーザーのパスワード。


	
RMIポート - 接続に使用するRemote Method Invocationポート。





	
「OK」をクリックします。









プラグインの検査および検証

プラグインの検査および検証を行う前に、自動検出中に見つかったGoldenGateターゲットを昇格する必要があります。『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の検出されたターゲットの確認および昇格に関する項を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/discovery.htm#CBAFHEHC


プラグインがデータの収集を開始するまで数分間待機したら、次の手順を実行して、プラグインがEnterprise Managerで適切に監視されているかどうかを確認および検証します。

	
「すべてのターゲット」ページから、「Oracle GoldenGate」ターゲット・リンクをクリックします。Oracle GoldenGateのホーム・ページが表示されます。


	
「ターゲット」メニューから「監視」、「メトリック収集エラー」の順にクリックして、メトリック収集エラーがレポートされていないことを確認します。


	
「ターゲット」メニューの「情報パブリッシャ・レポート」をクリックし、Oracle GoldenGateターゲット・タイプのレポートを表示することで、レポートが表示され、エラーがレポートされないことを確認します。


	
「ターゲット」メニューで「構成」、「最新収集」の順にクリックして、構成データが表示されていることを確認します。構成データがすぐに表示されない場合は、「最新の構成」ページで「リフレッシュ」をクリックします。









プラグインのアンデプロイ

プラグインをアンデプロイする手順は、『Oracle Enterprise Manager Cloud Control管理者ガイド』の「プラグイン・マネージャ」を参照してください。


http://docs.oracle.com/cd/E24628_01/doc.121/e24473/plugin_mngr.htm






ドキュメントのアクセシビリティについて

オラクル社のアクセシビリティへの取組みの詳細は、Oracle Accessibility ProgramのWebサイトhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=docaccを参照してください。


Oracleサポートへのアクセス

Oracleカスタマは、My Oracle Supportから電子サポートにアクセスできます。詳細は、http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=infoまたはhttp://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=acc&id=trs (聴覚障害者向け)を参照してください。
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This software or hardware is developed for general use in a variety of information management applications. It is not developed or intended for use in any inherently dangerous applications, including applications that may create a risk of personal injury. If you use this software or hardware in dangerous applications, then you shall be responsible to take all appropriate fail-safe, backup, redundancy, and other measures to ensure its safe use. Oracle Corporation and its affiliates disclaim any liability for any damages caused by use of this software or hardware in dangerous applications.

Third-Party Content, Products, and Services Disclaimer

This software or hardware and documentation may provide access to or information on content, products, and services from third parties. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to third-party content, products, and services. Oracle Corporation and its affiliates will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to your access to or use of third-party content, products, or services.

Alpha and Beta Draft Documentation Notice

If this document is in preproduction status:

This documentation is in preproduction status and is intended for demonstration and preliminary use only. It may not be specific to the hardware on which you are using the software. Oracle Corporation and its affiliates are not responsible for and expressly disclaim all warranties of any kind with respect to this documentation and will not be responsible for any loss, costs, or damages incurred due to the use of this documentation.
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